
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２１０２

挑戦的萌芽研究

2015～2014

ラットの検索誘導性忘却に関わる神経メカニズムの解明

Neural mechanisms of retrieval-induced forgetting in rats

８０１７６２８９研究者番号：

一谷　幸男（ICHITANI, Yukio）

筑波大学・人間系・教授

研究期間：

２６５９０１７４

平成 年 月 日現在２８   ６   ７

円     2,700,000

研究成果の概要（和文）：ヒトの記憶課題において、同じカテゴリーに含まれる単語のうち特定の単語のみを思い出さ
せると、その後の再生テストにおいて残りの単語の再生率が低下する。この現象は“検索誘導性忘却”と呼ばれ，検索
過程そのものが忘却を引き起こすという可能性を示唆している。本研究では、動物が既知物体よりも新奇物体をより好
んで探索する生得的傾向を利用した自発的物体再認テストを用いて，ラットでも検索誘導性忘却様の現象がみられるこ
とを実証した。さらに検索を阻害するとされる薬物投与によって，そのような現象は消失することも明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The act of remembering can cause forgetting. Successful retrieval not only 
facilitates later recall of the retrieved items, but also impairs later recall of the related or 
competing items in memory. This memory phenomenon has been demonstrated with the retrieval-practice 
paradigm introduced by Anderson et al. (1994). In this study, we demonstrated the “retrieval-induced 
forgetting” phenomenon in a spontaneous object recognition test in rats. Additionally, administration of 
drugs which have detrimental effects on memory retrieval diminished the phenomenon.

研究分野： 実験心理学・行動神経科学
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１．研究開始当初の背景 
 誰もが記憶力が良くなりたいと願う。それ
ゆえに，これまでの記憶研究のほとんどが，
記憶力の向上あるいはいかに記憶力を減退
させないかということを念頭に行われてき
た。しかし記憶力が良すぎると，我々の日常
生活に支障を来す場合がある。たとえば失恋
をしたことをいつまでも忘れずに引きずる
ことは，その後の精神的健康に悪影響を及ぼ
すだろう。トラウマ的出来事を忘れられずに
いるために，心的外傷後ストレス障害（PTSD）
のような精神疾患は長引くといえる。我々に
とって最良なのは，覚えておきたいことは強
固に記憶するが，嫌なこと，不要なことは忘
れることである。もちろん我々は日常生活に
おいて，必要な情報と不必要な情報を取捨選
択し（選択的注意などによって），必要なこ
とだけを記憶しようとしている。しかしなが
ら，とりわけ嫌悪的な事象は我々の意に反し
て強固に記憶される傾向がある。これはある
意味適応的反応ともいえるが，その反面我々
の精神的健康を脅かすことにもなる。 
 我々はこれまで積極的な忘却現象として
指示性忘却（directed forgetting）に焦点を当て，
その神経メカニズムを行動神経科学的・行動
薬理学的手法を用いて解明することを目的
として研究を行ってきた。本研究では同様の
忘 却 現 象 で あ る “ 検 索 誘 導 性 忘 却
（retrieval-induced forgetting）”に焦点を当て
る。検索誘導性忘却とは，Anderson ら（1994）
によって報告された記憶の抑制現象であり，
関連する複数個の単語を同時に覚えた後に，
そのうちの一部の単語のみを思い出す（検
索）ことによって,残りの単語の再生率が低
下する現象である。不要な記憶を抑制するこ
とは，必要な記憶をより強固にするための有
効な手段であると考えられる。 
 これまでの検索誘導性忘却の研究はすべ
てヒトを対象に行われており，動物を対象と
した研究は皆無である。動物モデルの構築は，
心理現象の神経メカニズムの解明には欠か
せない。ラットは優れた記憶能力を有する動
物種であり，これまでに迷路学習をはじめ数
多くの記憶課題が考案されてきた。しかしな
がらそれらの記憶課題の多くは，体重制限や
電撃，長期間の訓練といった動物にとってス
トレスフルな条件を含むものであった。その
ようなストレスを含まない記憶課題として，
近年，動物が生得的に持つ，新奇な物体に対
する選好傾向を用いた自発的物体再認テス
トが注目されている。自発的物体再認テスト
では，まず動物に２つの同一物体（A）を提
示し，遅延後にそのうちの１つを別の物体
（B）に代えて提示する。この手続きの場合，
ラットは新奇な物体であるBに対してより長
い時間探索するのである。これはラットが既
知の物体と新奇な物体を弁別できることを
示しており，この方法によりラットの物体記
憶を測定できる。我々はこの物体再認テスト
を用いて，ラットの検索誘導性忘却の測定を

試みた。非常に単純な手続きであるが，検索
誘導性忘却をラットで測定する世界で初め
ての試みである。 
 また我々は，これまでラットの物体再認記
憶における脳内グルタミン酸受容体の役割
について，数多くの行動的・生化学的分析を
行ってきた。記憶の抑制システムの生物学
的・生理学的メカニズムの解明を視野に入れ
ると，よりヒトに近い脳を持ち，これまで脳
の基礎研究で用いられてきたラットでの研
究が必要とされる。さらに Villarreal ら（2002）
は，グルタミン酸 NMDA 受容体が記憶の神
経基盤として考えられている長期増強（LTP）
の生起だけでなく，その維持や減弱にも関与
する可能性を報告した。彼らの研究では
NMDA 受容体遮断薬投与が LTP の減弱を抑
制し，さらには放射状迷路課題を一度学習さ
せた後に NMDA 受容体遮断薬を連続的に投
与することで，迷路学習の記憶の減衰も抑制
された。これらの結果は，忘却が単なる受動
的な現象ではなく，生物学的基盤を持つ積極
的で能動的な現象であり，さらにそれには記
憶の成立に重要な役割を担っていると考え
られてきた NMDA 受容体が関与しているこ
とを示唆している。そこで，ラットの自発的
物体再認テストにおいて，検索誘導性忘却様
の現象を生起させる手続きを確立し，さらに
NMDA 受容体の関与を検討することは，忘却
の生物学的メカニズムの解明につながると
考えられる。 
 
２．研究の目的 
 ヒトの記憶課題において、同じカテゴリー
に含まれる単語のうち特定の単語のみを思
い出させると、その後の再生テストにおいて
残りの単語の再生率が低下する。この現象は
“検索誘導性忘却”と呼ばれ，検索過程その
ものが忘却を引き起こすという可能性を示
唆している。本研究では、動物が、既知物体
よりも新奇物体をより好んで探索する生得
的傾向を利用した自発的物体再認テストで
の検索誘導性忘却について，行動神経科学・
行動薬理学的手法を用いて検討することを
目的とした。 
 
(1) 自発的物体再認テストでヒトと同様の
検索誘導性忘却が認められるかどうかを検
討する。 
 
(2) 薬物によって検索を阻害することで，検
索誘導性忘却様の現象にどのような影響が
みられるのかを検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) 被験体として，9週齢の Long-Evans 系雄
ラット（n=25）を用いた。ラットを検索誘導
群、干渉群および統制群のいずれかにランダ
ムに振り分けた。すべての被験体について、
まず 2 つの異なる物体（A,B）が置かれたオ
ープンフィールド（OF）内で５分間自由に探



索させた（見本期）。１時間の遅延後、検索
誘導群は、見本期で提示された物体のうちの
一方（A）が２つ置かれた OF 内に５分間入れ
た（検索期）。この操作により、動物は、見
本期で見た物体のうちの１つを再認（検索）
することになる。一方、干渉群は、２つの同
一の新奇物体（C）が置かれた OF に５分間放
置された（干渉期）。統制群には何の操作も
行わず、ホームケージで待機させた。見本期
の２時間後、すべての被験体について、見本
期で提示された物体のうち検索期で用いら
れなかった物体（B）と新奇物体（D）が置か
れた OF 内に５分間放置し、それぞれの物体
に対する探索時間から新奇物体弁別率[（新
奇物体への探索時間／両物体への探索時間
の合計）×100]（％）を算出した。 
 
(2) (1)での統制群と検索誘導群と同様の手
続きで Long-Evans 系雄ラット（n=24）に自発
的物体再認テストを行った。すべての被験体
について，検索期の 15 分前に（統制群につ
いては同じタイミングで），グルタミン酸
NMDA 受容体遮断薬の MK-801（0.15 mg/kg），
ムスカリン性アセチルコリン受容体遮断薬
のスコポラミン（0.2 mg/kg）あるいは生理食
塩水（SAL）のいずれかを腹腔内投与した。 
 
４．研究成果 
(1) 統制群と干渉群の弁別率はチャンスレ
ベル（50%）と比較して有意に高く、既知物
体に比べて新奇物体のほうをより長く探索
する傾向が認められたのに対して、検索誘導
群の弁別率はほぼチャンスレベルであり、既
知物体と新奇物体を同程度探索していた。ま
た，検索誘導群の弁別率は統制群や干渉群と
比較して有意に低かったが、統制群と干渉群
の弁別率には有意差はみられなかった。以上
の結果は、見本期で見た２つの物体のうちの
一方を再認（検索）させることによって、そ
の後のテストにおいて、もう一方の既知物体
と新奇物体が弁別できなくなるということ
を示しており、ラットにおいても検索誘導性
忘却がみられることが実証された。 
 
(2) 統制群については，薬物投与条件に関わ
らず，既知物体に比べて新奇物体のほうを長
く探索する傾向が認められた。一方，検索誘
導群については，SAL 投与条件では既知物体
と新奇物体を同程度の時間探索していたが，
MK-801 投与条件とスコポラミン投与条件で
は，統制群と同様に新奇物体の方をより長く
探索した。以上の結果から，MK-801 および
スコポラミンによって検索を阻害すること
により，検索誘導性忘却様の現象は消失する
ことが明らかになった。したがって，ラット
の自発的物体再認テストにおける検索誘導
性忘却様現象は，見本期で記憶した物体を再
度検索することによって生じることが示唆
された。 
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